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碍東亜天文協會観測部月報

黄道光課報告（1933年八月）

課　長　　荒　木　健．児

　曉東天の黄道光は豫定の通り明るさを増し・やがては銀河をはなれる．宵西天は最

困難に薦す・茎濁の松本君がL我一人こxにあザと叫んで得意然たるところをL頁き

敵ぞ組み給へ■と奮然陣頭に馬を進めたのは鋭眼の雄笹部君である．

　封日照は本田君の濁舞墓，而も夜回後の観測を堂々とやってのけるあたり，山陰の

醗將としての名を辱しめな〉・・

　八，月は珍しくも一個日太陽黒黒占なく，黄道光の二上もそれにあやかって淋しい・全

記録の70％までが本田君の努力によって成ったものであることを特筆したい

　藍，観測者，観測地，観測日一覧

襯測者　　観　測　地

札　幌　市
大阪府池田町

鳥取縣八東村

皇　中　市

黄道光（西天は一）

下保　茂

笹部榮一
本田　實
松本武男

　　　　　　　　　　　　e1

1　Zt1　19，　20　23b　30　tt，1

　旦　　　　i盗

i封日照（夜牛後は一）

19　23　3i，｝？　tt，O　a，！1

　1，八月1日曉の黄道光

　笹部君は3時から見始めてみるが・本田君は2時25分から槻測を始め7攣化を認めた

ため2時55分までに4個のスケッチを得てみる，爾君の1幽幽を見るに，その頂鮎の高さ

及び北偏，中心線の南傾がよく一致してみる・笹部君は黄道から南に位する細v・光帯

をノ・ツキリと認め，土星の東方までも明かにしてるる．橋の如き感があったさうであ

る．北あに小規模の枝光幣を加へてるるが，これもかなりの明るさであった・更に本

田君の襯測は面白い，牛座のプレヤデスを包んでペルセウスに延びてみる枝銀河が

）・つもよ1）淡く濁った色に見え，僅かの間に黄道光の南側の外形はアルデバラン星を

中心とするヒヤデス群を敬遠して内部にくびれてしまひ，これは3時に至るまで復帰

しない・群星の周園に光が存在する如く感ずるのが常である茄この反封の現象は何
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によるのか理由が解らない・本田君は中心線の移動を注意してみるが，光讐は加へて

るない．

　5，　宵西天の黄道光

　垂溜の松本君の二個の観測はスケッチがない・外形不明瞭な淡V・光が天秤座の中央

あたりまで認められるが確かでない・推定離角は90。に近v・・笹部君は21月幸35分とい

ふおそい時刻をえらんでみるが，スケッチしてみる・淡いけ才しどもかな．り明療にとっ

てみる・項黙の山偏50を起え∫位置はあまり高くない・

　4，全天に見られた黄順光

　本田霜は19120，23，30，31の5回にわたって，東天から西天まで績く黄道光を見

てみる・天頂より東にあたって銀河があり，その部分は省略されてみる場合が多い

西方地雫線上の廣v・光は醤日照と見られやう．大嘘から）・へば下旬に向ふ程明るさが

」曾しでみるが，臨時に淡いこともある・明るい時には多少の攣化も認められる・ヒヤ

デスのあたりのくびれもとら才してみる・

　5，札幌で見られた光帯

　下保君は銀河を離れて西に光借をとってみみその位置は黄道より殆んど全ぐ北に

あって狡い・牛の部分が最も明るい・

　6・　封日照観測の概況

　形は大きくて細長）・，中心黒占は黄道よりもわっかに北にあり・19日と23日と（凹溜

共1・c）には反太陽黒占よりも東にあll　！30日と3畑との夜牛後rcは西にある・光撒煉

方によく見られてるる・宵に西方に見えないのは土星の妨げとばかりも言へまい・封

日照が黄色がかつて見えることは度々であるが，30日と31日とには赤色がかつてみる

のは面白v・．一般に不明瞭な出現で，）明るさは北極空が比較にとられてるる・八月に

これだけの成績があげられ玉ぱ萬歳といふべきか・

遊星　面課
　土星の白斑其後盆々旗って來て，11月上旬には色もあせて大分見難くなって來た・

宮本氏の観測では30cmでも境界がはっきりしなくなって居る．強いて云へば，弧の

10分置7位？　ではあるが，端の方は総て暗くなるので充分な事も云へず，從って中

央も三野が：甚だ定め難）・．然し白斑中の濃淡は，淡いけれど今掴ほ見えて居る．

　木上氏の襯測では10c㎜で10月下旬に初めて氣流の絶好の日に見えたが到底中央子

午線の目詰時刻等は決定出來なく，B環ぼどに明V・て程度で，幾分通常の白帯と攣っ

て居た位である・

　金星の観測　今迄に模様は見當て居なv・が，好機である故，8qn以上の望歯鏡のあ

る入は是非見て欲しい．日浸前が好ましく・その時の模様は背後の空の色によく似て

艦る．
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　　　　12，月になればそろそろ観測出來る様になろう・一番見易い星なので，精々多

ewの方のスケッチを望む・微細購造が見得なくとも大膿のぞ勘靴だけを集めても

面白）・結果が得られるから・

　猶ほ課員よりのスケッチは大切に保存して，整理後，（返逸料を同封の：方には）御返し

する故，大切なものでも心配をせずにどしどし（幹事が困る位に）邊って欲し》・・猫今ま

でのスケッチも決して自巳の成績に御遽慮なく途って頂き叶い・此のXbを特に御願申
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黒黒占相嬰捜女報告　（1933年十月）課陽太
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　●全部の人が直覗観測である・●三澤氏の報告によれば，十月29日に南緯40度中
央子午線の東方10度の所に小黒黒占3個の一群突回し翌日濡失した由・同日花山加レ
シウム窺眞にも上記と同位置に小さい毛羊斑が現れてみる・甚だ高緯度である貼より，

新系列の黒黒畔の最初の暇ではな・・カ・と思はれる・（花山天文…雛報第64號よの・
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　　　　　　　　　　　　　攣　　星　　課

　双子座U星型攣光星の観測要望　双子座U星に類する不規則攣星は一般のL新星■の

研究上にも非常eこ大切で1盗心な観測がP・アn・・G・・a・il・…ic氏等によって要望されて

るる。今，」比の種の攣星として知られてみるものは

星　　　　名 赤　　纒　　赤　　緯 極大1極ト 注　　　意

一 （1855・0） 一

白　鳥　　SS 21h　37m　Ols　l　十42055！4 8・1　112．

双　子　　u 7　　46　　30　　1　十22　　22π 8・8　」13．8

駅　者　　SS 6　　02　　24　　1　十47　　46．2 10・5　114．7

一 下記の三々は止の種のもので，極大12あ以上だが，熟心に槻測されてるない・

一
鷲　　　uu 19　　49　　52　　　1　　－　　9　　45．5 10．9　114．0

獅　子　　X 9　　43　　14　　　1　十12　　32．8 12・O　I15・1

琴　　　AY 183929　1＋375L6 12．5　i〈14．5

ベガス　　RU 22　　06　　57　　　1　　十11　　59．1 102　113・1
ペルセ　　TZ 2　　03　　40　　　1　十57　　41．9 12・4　115．3 Z－Gml．型

ク　　　　UV 2　　00　　13　　　1　　十56　　29．8 12．4　1＜エ6．

乙　女　TW 11　　37　　57　　　1　　－　　3　　37，8 105　「＜14．

大　熊　su 7　　59　　41　　　「　＋63　　01．8 玉1．1　113．3

下記の星々は此の種の攣星か（？）と疑はれてるる．
一

一 一

水　瓶　VZ 2i　　22　　52　　　i　－　3　　37．3 エ1・8　1＜16．‘，

蟹　　　Rv 8　　01　　16　　　1　　十19　　51．7 10．6　！／1，4

センタウルIW 15　　25　　51　　　1　　－54　　25．2 10．5　1エ4．0 春分黒占1875・0

白　鳥　EY 19　　48　　59　　　1　十31　　59．0 1エ．5　1■6．o

双　子　　AU 7　　36　　16　　　1　　一」一31　　　09．2 12．3　1＜15．1

琴　　　CV 18　　46　　49　　　1　　十26　　34．8 12。　116．

オリオン　CN δ　　45　　00　　　「　　＋　　5　　27．8 11．　114．7 Z－Can・型

ク　　　　　CZ 6　　08　　23　　　i　　十15　　26．8 ！エ．8　1エ62

　但し，イタリク字髄の光度は寓眞光度である．

　観測希望の人には花山天文墓から必要な鳥餌を分配するから，申込まれたい・（但，

観測部員に限る）　〔A・N・5979〕

　明るい新三星399．1955．　濁國S・uneberg天雷墓のC・H・飾・eister氏は射手座の

6等星B・D．一一14。5578（H・D・187949）が蝕攣星であることを襲熟した・此の星はzF

常（軽四光度）6．36及び（三組的に）6・42の光度で，スペクトルはA2型であるが，件星の

蝕により，光度は1・1（鳥眞では1・3）だけ低下する・極小時

間は約5時間である．但し，週期は饗表されてみなv・・因

に此の星の位置は，1855．0年の分黒占によれば，
　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リダ　　　α　＝　19h44n〕57S　　　　　　　o　　＝　一14057／9

双眼鏡でも容易に観測し得る星である・〔A・N・5979）

　（第71頁アルゴル星を見られよ）
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此の流星雨の軌道要素は

　天　　　　髄

流星輻射黙より計算

　　ク

1857W彗星

　　ク

Giacobini彗星1900　111

Zinner彗星1913V

Schwassmann彗星1926、旺

Schorr　彗星1933c

近日匙引籔昇交貼黄纒軌道面傾斜近日馳距離

　．　S2
185042！　19，6e　oi

171　42　196　3

180　58　200　4｛

175　49　196　3

］71　7　196　43

171　30　195　52

171　44　195　56

171　45　］9，6　3

　i　c］
．？　t）e　：），　ox　o．9　9　6　0

37　5　O．99，29，

，D，2　46　O．7468

27　4　O．9　q，　72

29　51　O．9319

，？0　44　O．9759

30　43，　O．99，　33，

30　40　O．9，　997

ジヤコビ1二・チンナ1の彗星と時勢する流星は，

計簑者

1〈oebcl．e

Arend

AN．　49

Comas　Sola

VJS　43

AN，196

11BAA（’26）

ではなv・．天界第133號の槻測部報告（第192頁）にある通り，

は1931年十月10日の夜に龍座から現はれた流星を5個見てみる．

　ジャコビ1二・チンナ1彗星は今年四月23日猫國ベルゲドルフ天文壼長R，

Schorr氏によって獲見され，七月6日に近日鮎を通過したものであった．〔天

界第149号虎第332頁〕

吾人に全く新しいもの

　　　　札幌の下保氏

槻二部攣星課（績き）

　　　　　　アルゴル星の豫報に關する訂正

　攣光星Lアルゴル■の極小光産の回報を本心聾行の天文年鑑に

年々揚饗して一般の襯測者の便利を圖って居りますが，今1933

年の年鑑の第121頁にある12月の豫報は校正の誤りで，一行づ

エつれて居りますかう，右記の如く訂正致します．御注意下さ

い．
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